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平成１８年３月期　業績予想の修正について

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年3月期中間決算発表時（平成17年11月18日）に公表した業績予

想について、下記のとおり修正します。

記

平成18年3月期業績予想の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

(1)連結

（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 104,000 10,200 △7,000

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 104,000 10,300 △11,800

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 0 100 △4,800

増 減 率            （％） 0% 1.0% －

（ご参考）

前期（平成 17年 3月期）実績
96,516 8,172 5,754

(2)単独

（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 76,000 7,500 △9,000

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 77,000 7,800 △16,400

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,000 300 △7,400

増 減 率            （％） 1.3% 4.0% －

（ご参考）

前期（平成 17年 3月期）実績
75,452 6,396 3,820



(3)修正の理由

当期につきましては、販売面において主力製品である酸化チタン、農薬等の販売の維持、拡販に

努めるとともに、コスト削減に取り組んでまいりました。

この結果、売上高、経常利益においては前回予想値を達成する見通しにあり、連結売上高 1,040

億円、連結経常利益 103億円の見込みであります。

しかしながら、フェロシルト回収損失引当金につきましては、平成 18年 3月期中間決算において

今後発生する回収費用として 197億円と見積もり一括計上いたしましたが、今般、平成 18年 3月期

決算において 125 億円の追加引当を特別損失に計上することを決定したこと及び法人税等調整額な

どを見直したことにより、遺憾ながら、連結純利益は 118億円の損失となる見込みであります。

　なお、単独業績につきましては、売上高 770 億円、経常利益 78 億円、当期純損失 164 億円とな

る見込みであります。

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　　上


